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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　貨物輸送機の空気分配装置（１０）であって、前記貨物輸送機が前記空気分配装置に接
続する少なくとも１つの貨物デッキを有し、前記空気分配装置が、
‐抽気の供給源（１２，１４，１６，１８）と、
‐前記抽気を処理するための少なくとも１つの空調ユニット（２８，３８）と、
‐前記空調ユニット（２８，３８）から流れ込む処理済の抽気を受け入れ、該抽気を少な
くとも１つの前記貨物デッキに送る混合ユニット（３２）と、
‐前記貨物デッキへの空気の供給を阻止するか完全に許可するために、前記混合ユニット
（３２）と前記貨物デッキとの間に少なくとも１つの遮断弁（５８，６０，６２，６４）
とを含む空気分配装置において、
‐前記遮断弁（５８，６０，６２，６４）と連動するコックピットスイッチ（８２，８４
，８６，８８）が設けられ、前記コックピットスイッチの作動により、少なくとも１つの
前記遮断弁（５８，６０，６２，６４）が中間位置に定まり、
‐前記遮断弁（５８，６０，６２，６４）は電動制御弁であり、
‐コントロールユニット（９２）が、前記空気分配装置の各作動状態に応じて所望の空気
量の収支バランスを規定し、少なくとも１つの前記空調ユニット（２８，３８）を通る空
気流量を、前記混合ユニット（３２）内の圧力が一定の規定値となるように各作動状態に
応じて規定された所望の空気量の収支バランスに従って調整することを特徴とする、貨物
輸送機の空気分配装置（１０）。
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【請求項２】
　前記混合ユニット（３２）が前記混合ユニット（３２）から圧力を任意で逃がすバイパ
ス弁（１２６）に接続されていることを特徴とする、請求項１に記載の空気分配装置。
【請求項３】
　前記バイパス弁（１２６）が前記混合ユニット（３２）から超過圧力を航空機のビルジ
内に直接的に逃がすことを特徴とする、請求項２に記載の空気分配装置。
【請求項４】
　前記コントロールユニット（９２）が、前記バイパス弁（１２６）を開くよう指令を出
す前に、少なくとも１つの前記空調ユニット（２８，３８）を通る空気流量を最小処理量
に適合させることを特徴とする、請求項２または３に記載の空気分配装置。
【請求項５】
　前記コントロールユニット（９２）が、少なくとも１つの前記空調ユニット（２８，３
８）および前記バイパス弁（１２６）を通る空気流量を、前記混合ユニット（３２）内の
圧力が一定の規定値となるように各作動状態に応じて規定された所望の空気量の収支バラ
ンスに従って調整することを特徴とする、請求項４に記載の空気分配装置。
【請求項６】
　前記混合ユニット（３２）が再循環ファン（４６，４８）からの再循環空気も受け入れ
、前記コントロールユニット（９２）が、前記再循環ファン（４６，４８）の処理量およ
び少なくとも１つの前記空調ユニット（２８，３８）と、前記バイパス弁（１２６）が設
けられている場合にはそのバイパス弁（１２６）を通る空気流量を、前記混合ユニット（
３２）内の圧力が一定の規定値となるように各作動状態に応じて規定された所望の空気量
の収支バランスに従って調整することを特徴とする、請求項１～５の何れか一項に記載の
空気分配装置。
【請求項７】
　前記コックピットおよび乗組員領域に１つの空調ユニット（２８）から直接的に処理済
の抽気が供給されることを特徴とする、請求項１～６の何れか一項に記載の空気分配装置
。
【請求項８】
　２つの遮断弁（５８，６０，６２，６４）が各貨物デッキに設けられることを特徴とす
る、請求項１～７の何れか一項に記載の空気分配装置。
【請求項９】
　前記遮断弁（５８，６０，６２，６４）が位置監視されることを特徴とする、請求項８
に記載の空気分配装置。
【請求項１０】
　空気分配装置による、少なくとも１つの貨物デッキを有する貨物輸送機の空気分配方法
であって、前記方法が、
‐削減された外気または削減されていない外気の前記貨物デッキへの供給速度を選択する
工程と、
‐前もってなされた選択に従って、前記貨物デッキへの外気の供給を阻止したり許可した
りする遮断弁を作動させる工程と、
‐前記空気分配装置の実際の作動状態に対応する所望の空気量を規定する工程と、
‐前記空気分配装置の混合ユニットにおいて一定の規定圧力が保たれるように、実際の作
動状態に応じて規定された所望の空気量の収支バランスに従って、外気を供給する空調ユ
ニットを通る空気の流量を調整する工程とを含む空気分配方法。
【請求項１１】
　異常が生じた場合に、前記混合ユニットから圧力を逃がす工程を特徴とする、請求項１
０に記載の空気分配方法。
【請求項１２】
　前記圧力が航空機のビルジに直接的に逃がされることを特徴とする、請求項１１に記載
の空気分配方法。
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【請求項１３】
　前記混合ユニットから圧力を逃がす前記工程の前に、前記空調ユニットの最小処理量を
適合させる工程を特徴とする、請求項１１または１２に記載の空気分配方法。
【請求項１４】
　前記空気分配装置の前記混合ユニットにおける規定圧力を維持するために、再循環ファ
ンのファン速度を制御する工程を特徴とする、請求項１０～１３の何れか一項に記載の空
気分配方法。
【請求項１５】
　前記空気分配装置の前記混合ユニットにおける規定圧力を維持するために、１以上の前
記空調ユニットへの前記抽気供給量を制御する工程を特徴とする、請求項１０～１４の何
れか一項に記載の空気分配方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、貨物輸送機の空気分配装置および分配方法に関する。
【０００２】
　従来の貨物輸送機の空気分配装置には、貨物室での火災時に、貨物デッキとも呼ばれる
１以上の貨物室への空気の供給を遮断するために遮断弁が設けられている。旅客機はこの
種の遮断弁は有していない。たとえ客室内で火災が起こった場合でも、乗客が呼吸するた
めの空気を供給できなくなるため、空気供給を遮断するわけにはいかないからである。貨
物輸送機に統合された上記の遮断弁は、いわゆる２位置弁であり、すなわち、遮断弁は貨
物室への空気供給を阻止するために完全に閉じるか、貨物室への空気供給を許可するため
に完全に開くかのいずれかである。異常（火災など）の発生が無い場合、輸送貨物に関係
なく一定量の外気が従来の貨物輸送機の貨物室に供給される。航空機の構造としては普通
のことであるが、この外気は航空機の１以上のエンジンから取り入れられ、航空タービン
の圧縮機段から抽入するか抽出するため、抽気とも呼ばれる。結果として、航空エンジン
を燃焼させるための抽気量を入手できず、航空エンジンが後から生成しなければならない
ので、このような抽気を生成するには燃料コストがかかる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の目的は、運転コストを削減するために、貨物輸送機の抽気必要量を最小化する
ことである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　この目的は、請求項１に記載された特徴を有する貨物輸送機の空気分配装置に関する本
発明により達成される。すなわち、本発明によれば、貨物輸送機における少なくとも１つ
の貨物デッキが接続される空気分配装置は、抽気の供給源、抽気を処理するための少なく
とも１つのいわゆる空調ユニット、空調ユニットから流れ込む処理済の抽気を受け入れ、
それを少なくとも１つの貨物デッキに送る混合ユニット、および貨物デッキへの空気の供
給を阻止するか完全に許可するために、混合ユニットと貨物デッキとの間に少なくとも１
つの遮断弁を含む。抽気の必要量を削減するために、遮断弁と連動するコックピットスイ
ッチが設けられ、コックピットスイッチの作動により少なくとも１つの遮断弁が中間位置
に定まる。この目的のため、遮断弁は電動制御弁として形成され、遮断弁が完全に開く位
置と完全に閉じる位置との間で望ましいどんな中間位置にでも定めることができる。コン
トロールユニットは、空気分配装置の各作動状態に応じて所望の空気量の収支バランスを
規定し、少なくとも１つの空調ユニットを通る空気流量を、混合ユニット内の圧力が一定
の規定値となるように各作動状態に応じて規定された所望の空気量の収支バランスに従っ
て調整する。
【０００５】
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　このような本発明に係る空気分配装置により、貨物輸送機の１以上の貨物デッキへの外
気の供給を輸送貨物への供給に適合させることが可能である。例えば動物および／または
植物のようないわゆる“生体”貨物の場合、輸送動物が死んだり、輸送植物がしおれたり
枯れたりしないように、貨物デッキへのより多くの外気供給が必要とされる。しかしなが
ら、例えば繊維製品、機械、あらゆる電気・電子機器、郵便物のようないわゆる“非生体
”貨物の場合、本発明によれば、１以上の貨物デッキへの外気の供給は明らかに削減され
、その削減量は、例えば、生体貨物に必要とされる空気供給量の６０パーセントの量に相
当する。航空エンジンの燃料消費は、削減された抽気必要量に応じて明らかに削減される
。一方では、混合ユニット内の圧力を制御変数として利用することで空気分配装置に超過
圧力が発生することは無く、よって故障があったとしても、混合ユニットまたは下流パイ
プラインに破損を及ぼす恐れが無いことを保証する。また一方では、混合ユニットに接続
する貨物輸送機の全てのゾーン（領域）に規定の空気量が供給されることを保証する。す
でに述べたように、航空エンジンは抽気の供給源としての役割を果たす。補助電源装置（
いわゆるＡＰＵ）が代替的および／または付加的に抽気の供給源としての役割を果たすこ
ともある。本発明の範囲内において、“空調ユニット”という言葉はいわゆるＡＧＵ（空
気発生ユニット）を意味し、ＡＧＵは、熱抽気が外気として輸送機の異なるゾーンへ供給
されるように、圧力や気温に応じて熱抽気を調整する。
【０００６】
　本発明に係る空気分配装置の一実施例によると、遮断弁と連動するコックピットのスイ
ッチは押しボタンスイッチであり、作動すると対応する遮断弁がソフトウェアによって規
定される中間位置に定まる。この中間位置は、顧客のニーズに応じて、異なる要求位置に
簡単に適合させることができる。コックピットのスイッチは代替的に回転式セレクターで
あってもよい。セレクターによって、ユーザーは実際の必要性に応じて外気供給量の削減
の好ましい程度を選択することができる。
【０００７】
　混合ユニットは好ましくはバイパス弁に接続されている。バイパス弁は、混合ユニット
内の圧力を一定に保つために混合ユニットから空気を任意で排出する。こうすることで、
故障により貨物領域が１以上の遮断弁で完全に遮断されても、キャビンの与圧を維持する
ために必要な圧力を混合ユニット内で維持することができる。混合ユニットでこうして発
生する超過空気量は、バイパス弁を介して排出される。
【０００８】
　本発明に係る空気分配装置は、有利には、バイパス弁が混合ユニットの超過圧力を直接
的に輸送機のビルジに逃がすよう構成されている。
【０００９】
　好ましい実施例によると、バイパス弁の開放をできるだけ遅らせるために、コントロー
ルユニットはまず、少なくとも１つの空調ユニットを通る空気の流量を、キャビンの与圧
を維持するために必要な最小処理量に適合させる。そして、空調ユニットが最小処理量に
適合されている場合であっても、混合ユニット内の圧力が規定値を超過する恐れがある際
にはバイパス弁を開くよう指令する。
【００１０】
　バイパス弁に関する実施例において、コントロールユニットは結果として少なくとも１
つの空調ユニットおよびバイパス弁を通る空気流量を、混合ユニット内の圧力が一定の規
定値となるように各作動状態に応じて規定された所望の空気量の収支バランスに従って調
整する。
【００１１】
　本発明に係る空気分配装置の好ましい実施例において、混合ユニットは、１以上の空調
ユニットから流入する処理済の抽気だけでなく再循環ファンからの再循環空気も受け入れ
る。こうしてコントロールユニットは、再循環ファンの処理量および少なくとも１つの空
調ユニットと、バイパス弁が設けられている場合にはそのバイパス弁を通る空気流量を、
混合ユニット内の圧力が一定の規定値となるように各作動状態に応じて規定された所望の
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空気量の収支バランスに従って調整する。再循環ファンによって、空気分配装置をより柔
軟に制御することができる。再循環ファンを通る空気流量の削減を再循環ファンの処理量
を増大させることによって補うことができる、すなわち、空調ユニット内の空気流量が減
少しても混合ユニット内の圧力を一定に保つことができるからである。
【００１２】
　コックピット領域および乗組員領域にも常に十分な外気を供給することができ、それら
の領域を貨物領域からの汚染物質から守るため、コックピット領域および乗組員領域に、
少なくとも１つの空調ユニットから処理済の抽気が直接的に供給されることが好ましい。
これは、コックピット領域および乗組員領域に供給される抽気が、混合ユニットから流入
するものではなく、代わりに混合ユニットに流入する前の空気分配装置から得られるもの
であることを意味する。
【００１３】
　貨物デッキの前部および後部を別々に遮断し制御するために、２つの遮断弁が各貨物デ
ッキに設けられることが望ましい。したがって、一方の貨物デッキがもう一方の上に配置
される２つの貨物デッキを有する貨物輸送機に、合計４つの遮断弁が設けられる。
【００１４】
　本発明に係る空気分配装置の全ての遮断弁が位置を監視されていることが好ましい。位
置の監視は、遮断弁の位置がコントロールユニットによって指令された位置に達したかど
うかをコントロールユニットへフィードバックするための前提となる。特に好ましい開発
によると、遮断弁の位置の監視は光学的位置監視装置によってなされる。
【００１５】
　前述した目的は、少なくとも１つの貨物デッキを有する貨物輸送機を対象とする本発明
に係る空気分配方法によって達成できる。その方法は以下の工程を含む：
‐削減された外気または削減されていない外気の貨物デッキへの供給速度を選択する工程
、
‐前もってなされた選択に従って、貨物デッキへの外気の供給を阻止したり許可したりす
る遮断弁を作動させる工程、
‐空気分配装置の実際の作動状態に対応する望ましい空気量を規定する工程、および
‐空気分配装置の混合ユニットにおいて一定の規定圧力が保たれるように、実際の作動状
態に応じて規定された所望の空気量の収支バランスに従って、外気を供給する空調ユニッ
トを通る空気の流量を調整する工程。
【００１６】
　貨物輸送機においてこのような空気分配方法を実施することで、本発明に係る空気分配
装置に関連して先に述べた効果を、特に燃費が非常に良いという点で得ることができる。
空気分配装置の実際の各作動状態に応じた所望の空気量の収支バランスを規定することで
、選択された全ての弁位置および故障に自動的に反応するようになる。さらに、システム
が提供し得る全ての選択位置において、制限された程度まではコックピット領域および乗
組員領域へ流入する空気の供給量を自動的に補う。故障が生じた場合にも補う。（空調ユ
ニットまたは空調パックおよび１以上の再循環ファンの最大出力によって制限される。）
したがって、空調ユニットを通る空気の最小流量とそれに伴って燃料節約が可能な最小抽
気量を、コックピットおよび乗組員領域での空気の分配に不利を及ぼすことなく得ること
が、全体として可能である。
【００１７】
　本発明の好ましい実施例は、構造と機能に関して詳細に、概略図に基づいて以下に述べ
られる。
【００１８】
　図１は、本発明に係る貨物輸送機用空気分配装置１０の簡略ブロック図である。このブ
ロック図において、太い実線はパイプラインのつながりを示し、一方で細い実線は有線ま
たは無線の信号経路である。例示の実施例によると、詳細には示されていない貨物輸送機
は、４つのジェットエンジン１２，１４，１６および１８を有し、これらは貨物輸送機を
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駆動する働きをすると同時に、流量制御弁２０，２２，２４および２６を介して空気分配
装置１０に流入する抽気の供給源としても機能する。
【００１９】
　抽気を処理するために、供給源１２および１４から流入する抽気は、関連弁２０および
２２を通った後に第１空調ユニット２８に流れ込む。ここで、抽気は冷却されて膨張し、
第１空調ユニット２８を離れて混合ユニット３２につながる経路３０を通る。さらに、経
路３４および３６は経路３０から分岐し、経路３４は処理済の抽気を貨物輸送機のコック
ピットに送り、経路３６は処理済の抽気を貨物輸送機の乗組員領域に送る。処理済の抽気
の残りは、経路３０を介して混合ユニット３２に流れ込む。
【００２０】
　供給源１６および１８から取り入れられた抽気は、関連弁２４および２６を通った後、
同様に第２空調ユニット３８に流れ込み、ここで処理されて、空調ユニット３８から経路
４０を通って混合ユニット３２へと流れ込む。経路４２および４４は経路４０に流れ込み
、経路４２および４４は２つの再循環ファン４６および４８につながっている。再循環フ
ァンの機能については、以下でより詳細に述べる。
【００２１】
　経路３０および４０を通り抜け混合ユニット３２に流入する抽気は、混合ユニット３２
を抜けると経路５０，５２，５４および５６を通り、貨物輸送機の異なる貨物室領域へ流
れ込む。図示された実施例において、経路５０は主要貨物デッキの後部に、経路５６は主
要貨物デッキの前部に、経路５２は上部貨物デッキの後部に、そして経路５４は上部貨物
デッキの前部に連絡している。電動流量制御弁として形成される各遮断弁５８，６０，６
２および６４は、それぞれ経路５０，５２，５４および５６に配置される。これらの遮断
弁５８，６０，６２および６４は、この位置で従来用いられるオン／オフ弁ではないが、
混合ユニット３２から連絡する貨物室領域への抽気の流入を正確に制御するために、望ま
しいどんな中間位置にでも定めることができる。
【００２２】
　抽気を節約するために、貨物室領域に含まれる空気の一部を吸い出す方法および貨物室
領域へ抽気を再循環させる方法が知られている。この空気の部分は再循環空気と呼ばれる
。上記した再循環ファン４６および４８は再循環のために用いられる。再循環ファンによ
って一定の一部の空気が貨物室領域から吸い出され、経路４０を介して混合ユニット３２
に供給される。この再循環空気は、混合ユニット３２において２つの空調ユニット２８お
よび３８から流入する機外抽気と混合され、経路５０～５６を通って連絡する貨物室領域
に供給される。
【００２３】
　次に詳細に述べる多くの動作成分が、空気分配装置１０を作動させるために貨物輸送機
のコックピットに設けられている。図面の上部右側で再生される第１コントロールパネル
は、第１空調ユニット２８の電源をオン・オフするための第１押しボタンスイッチ６８お
よび第２空調ユニット３８の電源をオン・オフするための第２押しボタンスイッチ７０を
含む。回転式スイッチ７２もここに設けられ、空調ユニット２８および３８に流れ込む抽
気量を３段階から選ぶことができる。この回転式スイッチ７２は、通常は“ＮＯ”とマー
クされた標準位置にあり、この位置では、空調ユニット２８，３８への抽気の流れが自動
的に制御される。しかしながら、例えば航空エンジンが故障すると、手順が規定するとお
り、回転スイッチ７２は“ＬＯ”とマークされた位置へ回転され、そうすることで空調ユ
ニット２８，３８への抽気の流れを削減する。これにより、なおも機能している航空エン
ジンは負荷から解放される。例えば、もしもコックピットまたは乗組員領域で火災が起こ
った場合、より迅速に煙を取り除くための最大空気処理量を得るために、回転式スイッチ
７２によって、空調ユニット２８，３８への抽気の流れが最大量となる“ＨＩ”位置が選
択される。
【００２４】
　図面の上部左側で再生される別のコントロールパネルは、遮断弁５８，６０，６２およ
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び６４を作動させる。図面の上部にある押しボタンスイッチ７４，７６，７８，８０が、
遮断弁５８，６０，６２および６４の電源をオン・オフする。この関係において、電源を
オンするという表現が対応の遮断弁が開いた位置に定まるということを意味する一方で、
電源をオフするという表現は対応の遮断弁が閉じた位置に定まるということを意味する。
【００２５】
　別の押しボタンスイッチ８２，８４，８６，８８はそれぞれ押しボタンスイッチ７４，
７６，７８，８０の下に配置され、押しボタンスイッチ８２，８４，８６，８８が作動す
ると、関連の遮断弁が貨物デッキの対応領域への抽気供給量を削減し、そうすることで燃
料を節約するためにソフトウェアによって規定された中間位置に定まる。
【００２６】
　図面の右側にあるコントロールパネルが信号経路９０を介して第１コントロールユニッ
ト９２に通じている一方で、図面の左側にあるコントロールパネルは信号経路９４を介し
て第１コントロールユニット９２に、さらに別の信号経路９６を介して第２コントロール
ユニット９８に通じている。
【００２７】
　第１コントロールユニット９２は、２つの動作パネルで実行される設定に応じて空気分
配装置１０の所望の空気量の収支バランスを計算する。信号経路１００，１０２を介して
第１コントロールユニット９２に接続する第２コントロールユニット９８は、遮断弁５８
，６０，６２および６４の望ましい弁位置ならびに再循環ファン４６，４８の望ましい速
度値を、規定された所望の空気量の収支バランスに応じて計算する。これらの計算値は信
号経路１０４，１０６を介して遮断弁および再循環ファンと直接的に連通する制御装置１
０８，１１０に送信される。制御装置１０８はこの場合信号経路１１２，１１４を介して
遮断弁５８，６０に、信号経路１１６を介して再循環ファン４６に接続されている。制御
装置１１０も同様に信号経路１１８，１２０を介して遮断弁６２および６４に、信号経路
１２２を介して再循環ファン４８に接続されている。一方では対応の動作信号が遮断弁お
よび再循環ファンに送信され、もう一方では遮断弁および再循環ファンからの到達位置ま
たは到達速度に関するフィードバックが、制御装置１０８および１１０にそれぞれ信号経
路１１２～１２２を介して送信される。
【００２８】
　制御装置１０８は信号経路１２４を介してバイパス弁１２６にも接続されている。バイ
パス弁１２６は経路１２８を介して混合ユニット３２に接続されている。このバイパス弁
１２６の機能については、以下でより詳細に述べる。
【００２９】
　第１コントロールユニット９２は信号経路１３０，１３２を介して２つのまた別の制御
装置１３４，１３６に接続されている。これらの制御装置は、流量制御弁２０，２２，２
４，２６を制御する役割を担う。規定された所望の空気量の収支バランスに応じて、その
所望の空気量の収支バランスに従うためには流量制御弁２０，２２，２４，２６はどの位
置に定まるべきかについて、第１コントロールユニット９２は信号経路１３０，１３２を
介して制御装置１３４，１３６に伝達する。この目的のため、制御装置１３４が信号経路
１３８，１４０を介して２つの流量制御弁２０および２２に接続されている一方で、制御
装置１３６が信号経路１４２，１４４を介して残り２つの制御弁２４，２６に接続されて
いる。
【００３０】
　貨物デッキの異なる領域への外気供給速度は、例示の基本設計によって削減できる。こ
の削減は、対応の押しボタンスイッチ８２，８４，８６，８８の１以上を作動させる単純
な方法によって実行される。図示された実施例において、外気の供給は、ソフトウェアに
よってあらかじめ調節され、顧客のニーズに従った値にまで削減される。この値を後で変
更したい場合も、ソフトウェアがこの値を決定する方法に基づいて即座に厄介な問題もな
く変更できる。ここでは示されていない代替の実施例によると、押しボタンスイッチ８２
～８８は、外気の貨物室領域への供給を無段階または複数の規定の段階で削減することが
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【００３１】
　貨物デッキの対応領域へ供給される外気の削減率が、押しボタンスイッチ８２～８８の
１以上によって選択されると、２つの空調ユニット２８および３８を通る抽気の流れはそ
れに従って削減されるが、混合ユニット３２内の圧力が変わることはない。例えば、空調
ユニット２８，３８を通る抽気の流量を、こうして前の（貨物室への外気の供給量を削減
しない標準位置に対応する）１００％から６０％にまで、混合ユニット３２内の圧力を変
化させることなく削減できる。したがって、所望の空気量の収支バランスが前と同じよう
に実測される。コックピット領域および乗組員領域は、外気を混合ユニット３２から取り
入れるのではなく第１空調ユニット２８から直接的に取り入れるので、このような外気供
給量の削減による影響を受けない。
【００３２】
　したがって、図示された基本設計は、混合ユニット３２の規定処理量を一定に保つこと
を保証する。測定された圧力値の十分な冗長性を保証するために、混合ユニット３２での
圧力の監視は４つの圧力センサ（図示せず）によって行われ、これらは互いに独立してい
る。空気分配装置１０は混合ユニット３２内の圧力を監視し、規定された所望の空気量の
収支バランスに応じて流量制御弁２０～２６を制御すると同時に、コントロールパネルで
の選択に応じて再循環ファン４６，４８の速度も制御する。したがって、流量制御弁２０
～２６は電動制御弁として形成されている。
【００３３】
　１以上の貨物デッキ領域への外気の供給が完全に遮断された場合でも、混合ユニット３
２内の圧力の規定値および混合ユニット３２の結果としての処理量を一定に保つために、
超過圧力は、混合ユニット３２から好ましくは上記のバイパス弁１２６によって輸送機の
ビルジへと直接的に抜かれる。この方法により、空気分配装置１０は破損から守られ、さ
らに、異常が発生した場合においても一定の最小圧力を要するキャビンの与圧を維持する
ことが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本発明に係る貨物輸送機用空気分配装置の簡略ブロック図である。
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